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本論文は，第 1 章から第 6 章で構成され，その概要は以下の通りである。
第 1 章は，緒論である。本論文の背景として細長船理論と時間領域で展開される非線形理論を中心に船舶の耐航性
理論に関する従来の研究とその現状について述べ，本論文の位置付けについて論じている。
第 2 章では， 2 次元無速浮体に働く非線形流体力の理論を述べている。速度場の境界値問題と，加速度場の境界値
問題に関する定式化を行い， MEL 法 (The Mixed Eulerian Lagrangian Method) を用いて自由表面を追跡しなが
ら浮体に働く流体力を求める時間領域の非線形計算法を示している。ここで述べる計算手法は速度を持った船体動揺
問題の解法に拡張可能なものであるとしている。














































5 )本論の方法で 1 次オーダーの流体力として修正 Wigley 模型の上下揺，縦揺に関する付加質量および減衰力係数
を計算した結果は，実験値と良い一致を示しており本計算法の有効性を表わしている。
6) 2 次オーダーの流体力として規則向波中を航走する船体に働く抵抗増加の計算を行い実験値と比較し，本計算法
が抵抗増加と水面上船体形状の関係を明確にする手法として有効で、あることを示している。これは水面上の船首部船
体形状の設計手法に新しい道を開くものである。
以上のように，本論文は工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認
める。
